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ち重要とされるのが、MCL1, BCL-2, BCL-XLである。BCL-2, BCL-XLを標的と
した治療については、小細胞肺癌においても有効な可能性が示唆されているもの
の、MCL1を標的とした治療については十分検討されていない。MCL1は様々な






れた小細胞肺癌連続２８症例の病理検体から Tissue microarray を作成した。患
者情報とリンクすることができた２５例について、MCL1, BCL-XL, BCL-2の免
疫染色を行ったところ、１２例が MCL1 高発現/BCL-XL低発現/BCL-2 低発現を




 次に、小細胞肺癌細胞株５種類を用いて S63845 の感受性と MCL1, BCL-XL, 
BCL-2の発現について評価したところ、 MCL1高発現/BCL-XL低発現を呈した 2
種類の細胞株において S63845曝露により細胞生存率が低下することがわかった。














  進行小細胞肺癌は、3年生存率が 5％以下と予後不良の悪性腫瘍の一つであり、新た
な治療戦略の開発が求められている。本研究では、抗アポトーシスに関わるBCL-2ファ
ミリー（MCL1, BCL-XL, BCL-2）に着目し、まず、MCL1, BCL-XL, BCL-2の発現を免疫
組織化学染色により小細胞肺癌患者検体で検討すると、48%で MCL1 高発現/BCL-XL低
発現/BCL-2低発現がみられた。次に、小細胞肺癌患者の胸水から樹立した癌細胞株も含










  したがって、本論文は博士（医学）の学位論文として価値あるものと認める。 
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